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塗布変換型前駆体を用いた溶液法による顔料の製膜技術
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有機半導体素子の作製に成功

曲面構造をもつ太陽電池材料の開発
ドナー・アクセプター相互作用を強くするために、曲面構造をもつｐ型材料を開発する

有機薄膜太陽電池の発電の概略図
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p層で光を吸収し、励起され、励
起⼦が発⽣する。界⾯でp層からn
層に電⼦が流れ、電荷分離状態を
形成する。このとき、曲⾯同⼠の
⽅が相互作⽤が強くなり、効率の
良い電⼦輸送が期待される。



段階的前駆体法を用いた曲面構造をもつ
共役拡張ポルフィリン類の合成

熱変換

分⼦内閉環

段階的前駆体法によってのみ、これまでと
は異なる縮環様式をもつフェナントレン縮
環ポルフィリン2を合成できる。2から更に
分⼦内閉環反応させることにより、サーカ
ム型ポルフィリン4を合成する。テトラフェ
ニルTBP3の分⼦内閉環反応では８か所の反
応を同時に制御することが難しく、4を単離
することができない。
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